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医療機関への訪問について

埼玉県内のジェネリック医薬品の使用割合に大きく影響を及ぼす医療機関を協会けんぽのデータから選定し、
関東信越厚生局及び埼玉県と共に訪問。訪問時には協会けんぽのデータを地域、年齢、薬効別等に分析した
「ジェネリック医薬品のお知らせ」を医療機関ごとに作成し、使用促進の働きかけを実施。
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医療機関への訪問について
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医療機関への訪問実績について

今年度は 12 医療機関の訪問を目標に実施。現在までに 9 医療機関を訪問。

訪問日 医療機関名

令和元年5月30日 埼玉県立小児医療センター

令和元年6月6日 蕨市立病院

令和元年6月20日 自治医科大学附属さいたま医療センター

令和元年7月2日 防衛医科大学校病院

令和元年7月11日 深谷赤十字病院

令和元年8月7日 羽生総合病院

令和元年10月18日 西大宮病院

令和元年11月14日 パーク病院

令和元年11月20日 順天堂越谷病院
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医療機関からの声

≪現状・課題≫
〇 全医師に許可を取らないと医薬品をジェネリックに切り替える変えることができない。

〇 病院長もジェネリック医薬品の使用促進を進めており、平成31年4月から院外処方箋における一般名処方を開始した。

〇 北部地域は高齢者が多いため、処方箋通りでいいと言う人が多いのが現状。

〇 10-29歳の使用割合が悪いのは、整形外科、皮膚科の受診が多く、湿布や塗り薬が多いのが原因ではないか。

〇 基本的には院内処方。1つの薬については、先発品かジェネリックどちらかしか置いていない。

〇 医師からジェネリックは成分が同じでも設計の部分が違う薬もあり、一部の薬品の処方箋でジェネリック医薬品への変更
不可にしているものがある。

〇 精神の患者が多いので、ジェネリック医薬品への切替は難しい。

【協会けんぽの「ジェネリック医薬品のお知らせ」 について】
● 今回のようなデータをもらえると医薬品数量やパーセントを上げやすい。数字にはインパクトがあり、ジェネリック使用促進を

医師にも説明がしやすい。

● 自施設及び医療圏での処方状況、現状を把握することで、今後の使用促進に向けた院内外での取組みの参考となる。

● 年齢別割合など分かりやすく参考になる。

【その他】
◎ 使用割合が悪く、ジェネリックへの切り替えがうまくできた医療機関の好事例が知りたい。

◎ ジェネリックメーカーは情報が少ないため、薬品についての質問を回答してもらえない。 5



今後の医療機関への訪問について

政府目標である2020年9月までにジェネリック医薬品使用率80％を達成するため、令和2年度もジェネリック医薬
品使用促進に向けた働きかけを実施予定。若年層の使用割合が低いことから、耳鼻咽喉科・小児科にも訪問予定。
※訪問時のデータが平成31年4月診療データのため、今後も最新のデータを訪問医療機関へ提供していく。

●埼玉支部 ジェネリック医薬品使用状況 （令和1年8月診療分）
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